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開場　１３:００ afternoon live
開演　１３:３０ 
(２ステージ入替なし　途中入場可 ) (1drink=６００～ ) 

MC=３７００＋２drinks order

さがゆき
加藤崇之
宮野裕司

"Tribute to Shiosaki Ikuo" 

vocal, etc.

alto sax, flute, ocarina

guitar, etc.

宮野裕司
気がつけば　高齢者？に仲間入りしていまいた。拙
いながら　もう随分長く演奏活動をさせていただい
ております。ますます演奏することが嬉しくてたま
らないのですが・・・。スタンダード　オリジナル
　ボサノバ　等を中心にシンプルな演奏を心がけて
おります。

さがゆき 
東京出身。5 才にして歌手になることを決意。
一切のジャンルを超えた言葉を伴う”うた”を
歌う歌手であると同時に言葉の伴わない”声”
を楽器としたフリーキーで幻想的な”完全即興”
を歌う稀有な存在としてフランス、ドイツ、オ
ランダ、インド、シンガポール、韓国、アメリ
カ、中国…世界中から招かれ、フェスティバル
等に数多く出演。完全即興ワークショップも定
期的に 20 数年間行っている。様々なアートに
も自在に出入りし、共演者も中村八大 (p). 富樫
雅彦 (perc). 高橋悠治 (P). 沢井一恵 ( 箏 ). 金大
煥 (perc). 姜泰煥 (sax). 鬼怒無月 (g). 加藤崇之
(g). 内橋和久 (g). 渋谷毅 (p). 林栄一 (sax). 潮先
郁男 (g). Elliott Sharp(multi). Anil Eraslan
(cello) . 大野一雄 ( 舞踏 ). 白石かずこ ( 詩人 ).
谷川俊太郎 ( 詩人 ) .HeinzGeisser(ds)…等と
ボーダレス。映画音楽の制作も行う。アルバム
多数。参加ユニット多数。スィングジャズから
現代音楽、プログレッシブ・ロック、ブラジル
音楽、即興音楽、クラシック、ファド、昭和歌
謡…etc. を自分の世界にまで深めて歌う、その
自在で多岐な活動は世界に類を見ない。年間約
150 本以上のコンサートを行う。

加藤崇之
兄が聴いていたジャズに興味を持ちギターを始め
る。高校時代に潮先郁男さんにジャズギターを習
う。大学在学中、19 才でプロ入り。28 才の頃よ
り自己のリーダーとしての活動を開始。米軍キャ
ンプでのディスコバンド・ブラジル人とのサンバ
バンドの経験など幅広い活動。多くのレコーディ
ングに参加、多くのミュージシャンと共演する。
次第に、必然的に演奏スタイルがフリーに向かい、
1987 年頃にはすでにエフェクターでのフリーな実
験的 Solo を始めていた。フリーな演奏への挑戦か
ら音楽の世界を広げていく過程に好きなラベルの

「ダフニスとクロエ」からインスパイヤーされフ
リーユニット「渦」NEW 渦」が生まれる。「NEW
渦」は始めはは宅・山崎とのトリオであった。現
在の活動では井野信義（B) が参加。ジョージ大塚
G、鈴木勲 G、菊池雅章 G、益田幹夫 G、向井滋春

「オリッサ」、高橋知己 G、今村裕司 G、榎本秀一
G、井上叔彦 G、金井英人 G、翠川敬基「緑化計画」、
渋さ知らズ、ルイザン・マイア G、フランシス・
シルバ G、モンゴロイダーズ、CO2 等を経て現在
に至る。現在、自己のバンドである加藤崇之トリ
オ「ギタースタンダード」「NEW 渦」「エレクトリッ
ク渦」「SoLo」の他、宅朱美（Vo）との DUO「夢」、
さがゆき（Vo）との DUO「シナプス」、蜂谷真紀
(Vo)、永塚博之 (B) との「アコースティック・ノ
イズ」、松風鉱一 G、宅朱美 G、今村裕司 G、田村
夏樹 G、等で活動。 渋さ知らズ」ではイギリスの世
界最大ロックフェスティバルであるグラストンバ
レー他、メールスジャズフェスティバルなど海外
での活動も多い。ガットギターによるソロ、エレ
クトリックギターによるソロ、宅 SHOOMY 朱美、
さがゆき、蜂谷真紀ら個性派でフリースタイルの
ボーカルとの活動、松風紘一（AS）グループ、ベ
テランから若手まであらゆるミュージシャンとの
フリージャズや、インプロの交流、時々ブラジル
音楽の歌手らとの共演など、積極的にライブ活動
を行っている。

　私達音楽家が敬愛して止まない、温かく美しいジャズギター
の最高峰、潮先郁男さんと過ごした宝物の日々…命ある限り
決して忘れない…お星様になってしまった我らが潮先さんに
心からの感謝と love を込めて…潮先さんから受け継いだ美し
いジャズナンバーの数々を、加藤崇之、宮野裕司、さがゆき
で心を込めて演奏し、潮先さんのご冥福をお祈りしたいと思
います。


